
 特 記 仕 様 書

記　号 名　　称 種　　別 備　　考

 凡 例 

　

メーカーリスト

工事写真の取扱について

・電子媒体により納品すること。

・納品時には、正副１部ずつを提出すること。

・使用する媒体は、ＣＤ-Ｒとする。　ただし、やむを得ない理由がある場合に限り、ＤＶＤ-Ｒの使用も可とする。

・電子媒体に対して必ずウイルスチェックを行うこと。

・（ウイルス対策ソフトは特に指定しないが、最新のウイルスも検出できるように最新のデータに更新したものを

利用すること。）

・電子媒体には以下の情報を明記すること。

①工事名称

②工事場所

③契約番号

④発注者担当部署名称

⑤請負者名称

⑥作成年月

⑦何枚目/総枚数

⑧ウイルスチェックに関する情報（ソフト名、チェックした日付）

⑨ＣＤ－Ｒフォーマット形式

⑩電子媒体の内容の原本性を証明するために、直接署名又は捺印を行う。

・電子納品される写真データは、ＰＤＦ形式、エクセル等で編集したもので、従来の印刷物写真と同様な確認が

できるものとする。

・写真データは、工種種別、撮影項目毎に分類し、工事の進捗に合わせて編集し、容易に確認できる

ファイル名・フォルダ名を付して整理すること。

・工事写真の検査は、電子データで検査することを原則とするが、印刷物又は電子データと併用で検査することも

可能とし、その範囲は受発注者との協議による。

・検査に使用する機器の準備と操作は、受注者が行うことを原則とする。

・やむを得ない理由により、電子納品できない場合は、受発注者との協議により、従来の印刷物による納品も可

とする。

・ここに定めなきことは、受発注者との協議により決定する。

一 般 事 項

１

２

３

施工計画書、材料承諾願図、施工図等を提出し係員の承諾を得ること。

本設計図は工事概要を示すものであるから、請負者は十分なる理解の上、工事着工に先立ち工程表、

ただし、その費用は請負者の負担とする。

上当然必要なものは、係員と協議の上誠実に施工するものとする。

本工事に於いて、図面・本仕様書に疑義が生じた場合やそれに明記なき場合でも、技術上・維持管理

仕様書（機械設備工事編）・同標準図最新版）に基づき、諸官庁関係法規に準拠して施工する。

本工事は全て、図面・本仕様書及び共通仕様書（国土交通大臣官房庁営繕部監修　公共建築工事標準

工 事 名 称

工 事 場 所 甲府市国母６丁目５番１号

工 事 範 囲 設計図書・工事契約書に依る

建 物 概 要

本工事に伴う関係諸官庁等への申請及び手続きは遅滞なく行うこと。

ただし、その費用は請負者の負担とする。

本工事請負者は工期内に工事を完成させ、同時に完成書類一式を提出し検査を受けなければならない。

内容、部数等詳細は監督職員の指示に従うこと。

本工事請負者は工事完成引き渡し後でも施工方法、器具類の不良等に起因する事故に対しては責任を

持って修復しなければならない。

４

５

６

７

工 事 概 要

工 事 項 目

〇

冷媒管保温仕様

市場定温倉庫冷凍機取替工事

S,RC造　1階建　延床面積　752.99㎡

本工事に於いて、契約後速やかにコブリス登録を行うこと。またＣＯＢＲＩＳを用いて

の再資源利用計画・実施書の提出を行うこと。

電気設備工事

　特 記 事 項

本工事により不要になった機器等については、撤去し適正に処分し証明書を提出すること。

配管気密試験は、使用機器メーカーの定める方法・圧力で行い試験成績書及び試験写真を提出

すること。

「山梨県暴力団排除の施行に伴う、公共工事からの暴力団排除」を目的として、受注者は、下請負を

用いる場合には、金額・工種の如何にかかわらず、末端の下請負者まで反映させた、「下請施工

体系図」を作成し遺漏・誤診が無いよう記載内容を十分確認の上、遅滞なく監督員へ提出するもの

とする。また、提出した「下請施工体系図」の内容に変更が生じた場合は、その都度変更するもの

とし、遅滞なく監督員へ提出するものとする。

〇 電気設備工事

〇冷凍設備機器　　　ダイキン　　　　三菱　　　　日立　　　　パナソニック　　　原製作所

冷凍機設備工事

冷凍機設備工事

新しい冷凍機、ユニットクーラーに更新を行う。その際、加湿器の更新は行わない。

本工事は、定温倉庫2、8に設置されている機器の電源配線・制御配線を切離しを行い、

既存冷凍設備機器の冷媒ガス（R-22）を回収し適正に処分する事。

施工にあたっては充分現場調査を行い、安全に施工すると同時に、市場業務への影響を

試運転終了後、取扱説明書及び操作マニュアルを作成し、施設使用者に説明を行うこと。

下請施工体系図の作成及び提出

なお、提出は打合せ簿によるものとする。ただし、メールによる提出も可能なものとし、

この場合は、後日、打合せ簿を提出するものとする。

〇電線管・付属品類　　　JIS規格品又はJISマーク表示品

〇電線・ケーブル類　　　JIS規格品又はJISマーク表示品

天井内 1.ウレタンフォーム保温筒

2.ビニールテープ

屋内露出部分 1.ウレタンフォーム保温筒

2.ステンレス製保温化粧ケース(必要箇所をビス止め)

3.シーリング

1.ウレタンフォーム保温筒

2.ステンレス製保温化粧ケース(必要箇所をビス止め)

3.シーリング

屋外露出部分

１

２

１

２

３

４

６

７

撤去機器類に附帯する機材及び配管を撤去処分する事。

定温倉庫No.2、8の制御盤を新しいものに更新を行う。

内装工事３

〇 内装工事

本工事は、ユニットクーラーの更新に伴い、定温倉庫2、8内に設置されている2重天井を

Ｒ

Ｄ ドレン管

冷媒管

Ｒ リモコン

冷媒用銅管

硬質塩化ビニル管 (VP)

エアーカット弁

逆止弁

電磁弁Ｓ

膨張弁

ー 給水管

仕切弁

スイッチSW

新規冷凍機、ユニットクーラーへ既存配線を接続する。

冷凍機のインバーター化に伴い動力盤内に設置されているブレーカーを、高調波対応型に入替える。

定温倉庫No.2、8の2重天井撤去・再設置に伴い、庫内照明の取外し・再設置を行う。

定温倉庫No.2、8のドアスイッチ(室内)の撤去を行う。

取外し・再設置を行う。

本工事は、定温倉庫No.2、8の既存冷凍機、ユニットクーラー、加湿器の撤去を行い、

水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　埋設管 (VD)

水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　露出管 (VB)

定温倉庫内温度は、+5～+25℃範囲で制御できるようにする。

再利用する屋外配管は、塗装を行う。

最小限とすること。

〇 その他

工事着工前に、アスベスト含有調査を行い適正に対応を行う事。

機器設置に伴う支持金物類は、強固に取付を行い、屋外で使用する指示金物及びボルト、

ナット類はSUS製を使用すること。

５

含有が確認された場合は、適正に対応を行うこと。

対応を行う際、本工事計画以外に大幅な改修が必要となった場合は別途協議とする。

市 場 定 温 倉 庫 冷 凍 機 取 替 工 事

図 面 名

工 事 名

特 記 仕 様 書

甲 府 市 地 方 卸 売 市 場 　 経 営 管 理 課

S=FREE

図 番

№担 当 係 長 課 長

0 1

令和  5年　7月　1日
設計年月日

制御盤据付位置は、監督員と協議の上据付けるものとする。



配
送
セ
ン
ター

駐車場

国道20号線（甲府バイパス）

駐車場

配置図　 S＝FREE

正
面
警
備
室

WC

駐車場

プ
ラ
ッ
ト
ホー

ム

仲卸店舗

青果卸売場、事務所

WC

仲卸店舗

守衛

▼
▼

駐車場

道路

休
憩
所

ゴミ集積所
駐車場

（屋根付）

買荷保管積込所

青果卸売場

庇

庇 水産卸売場

水産卸売場、事務所

駐
車
場

道
路

WC

駐車場

駐
車
場

▼

WC

プラットホーム

▼
▼

道路
ポンプ室

道路

ポンプ室

変電室

道路

WC

冷蔵庫

WC

至甲府駅

千秋橋

市立国母小学校

至甲斐市
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案内図　 
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国道20号
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荒
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甲府市地方卸売市場

新平和橋

平
和
通
り

工事場所:甲府市国母6丁目5番1号

定温倉庫

常温冷蔵庫
常温冷蔵庫

倉庫

守衛

施工場所(定温倉庫)
定温倉庫No.2,8の冷凍設備更新

工 事 名

図 面 名 配 置 図 ・ 案 内 図

甲 府 市 地 方 卸 売 市 場 　 経 営 管 理 課

S=FREE

図 番

№担 当 係 長 課 長

0 2

市 場 定 温 倉 庫 冷 凍 機 取 替 工 事 令和  5年　7月　1日
設計年月日



M

GV 40A

Yｽﾄﾚｰﾅｰ 40A

20A(天井配管)

M

 －
 

GV 25A

加工室既存給水配管へ

給水
本管より

－

UC
1

UC
2

R
1

R
2

HU
1

HU
2

 D
 

量水器

止水栓

量水器

ｴｱｰｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ×2

散水栓

40A(露出配管)

 D
 

② ②

20A VB 20A

GV 15A GV 15A

吸入圧力調整弁×2

25A(天井配管)

25A(天井配管)

25A(天井配管)

－

25A(天井配管)

40A 40A

25A

25A

25A

25A

ｴｱｰｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞまで撤去×2

R

20A

RD－ － D

－ － － －

－

ﾒｸﾗｷｬｯﾌﾟ止め×2

1.冷凍機、ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰ、加湿器の撤去を行う。

2.斜線部の冷媒配管、ﾄﾞﾚﾝ管、給水配管の撤去を行う。
　冷媒配管は全撤去、ﾄﾞﾚﾝ配管はｴｱｰｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞまで、給水配管は加工室突入前まで撤去を行う。

配管サイズ

L管
 φ9.52
φ12.7

G管

φ25.4
φ19.05

No.
①
②

工 事 範 囲
撤去配管

既存配管

凡例

－ － － －

－

－
40A
(埋設配管)

加工室 加工室 加工室 加工室

制御室 機械室

倉 庫

22.5㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡

15.0㎡ 15.0㎡ 15.0㎡ 15.0㎡15.0㎡

340.0㎡

定温倉庫
No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10

定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫

X3

X2

X1

X4

X5

Y13Y12Y11Y10Y9Y8Y7Y6Y5Y4Y3Y2Y1

3,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

47,000

7,
50

0
8,

50
0

1,
00
0

2,
75
0

19
,7
50

図 面 名

工 事 名

冷 凍 設 備  平 面 図 (撤 去 )

甲 府 市 地 方 卸 売 市 場 　 経 営 管 理 課

S=1/150

図 番

№担 当 係 長 課 長

0 3

市 場 定 温 倉 庫 冷 凍 機 取 替 工 事

記　号 名　称 仕　様 数 量 参 考 型 番

撤 去 機 器 表

冷凍機

ユニット

クーラー
2

型　　式：

冷凍能力：
冷　　媒：

寸　　法：
重　　量：

天吊型 (亜鉛鉄板外装)

10,000kcal/h 
R-22

W1620×D1051×H760
240kg

加熱ﾋｰﾀｰ： 3φ200V 7.5kw×1回路

+5 ～ +25℃室　　温：

付 属 品： 補助送風機 0.4kw×2台

2 KX-5AU2 (日立)

型　　式：
冷凍能力：
冷　　媒：
圧 縮 機：
寸　　法：
重　　量：

一体空冷式
10,000kcal/h
R-22
3φ200V 3.75kW
W1000×D560×H1410
172kg

(原製作所)

6列×8段×1300EL
送 風 機： 3φ200V 0.4kw×2台
除霜方式： オフサイクルデフロスト方式

加湿器

型　　式： 遠心式
3.5L/h噴 霧 量：

電 動 機： 1φ200V 0.065kW
寸　　法： φ320×H395
重　　量： 9.5kg
付 属 品： 架台、フード

R-1

R-2

UC-1

UC-2

HU-2

HU-1

2 MG200型
(光工業)

令和  5年　7月　1日
設計年月日



吸入圧力調整弁

 D
 

40A

② VP 40A

VP 25A②

VB 20A GV 15A

－ R D

ｴｱｰｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞまで撤去

ｴｱｰｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ

ﾒｸﾗｷｬｯﾌﾟ止め
VB 25A(天井配管)

1.冷凍機、ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰ、加湿器の撤去を行う。

2.斜線部の冷媒配管、ﾄﾞﾚﾝ管、給水配管の撤去を行う。
　冷媒配管は全撤去、ﾄﾞﾚﾝ配管はｴｱｰｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞまで、給水配管は加工室突入前まで撤去を行う。

工 事 範 囲

給水管

撤去後
ﾒｸﾗｷｬｯﾌﾟ止め

ｴｱｰｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞまで撤去

2重天井(長尺屋根)
取外し・再設置

VB 20A

②

VP 25A

GV 15A

吸入圧力調整弁

VD 40A

撤去配管

既存配管

凡例

－

R
D

D

図 面 名

工 事 名

冷 凍 設 備  平 面 詳 細 ・ 断 面 図 (撤 去 )

甲 府 市 地 方 卸 売 市 場 　 経 営 管 理 課

S=1/50

図 番

№担 当 係 長 課 長

0 4

市 場 定 温 倉 庫 冷 凍 機 取 替 工 事 令和  5年　7月　1日

定温倉庫定温倉庫

No.1 No.2

4,000 4,000

8,000

7,
50
0

▽GL

▽FL

 平 面 詳 細 図  断 面 図 

7,500

配管サイズ

L管
 φ9.52
φ12.7

G管

φ25.4
φ19.05

No.
①
②

CH
5,

70
0

4,
40

0

(※No.8同様)

定温倉庫 倉庫

撤去

撤去

撤去

撤去

R
1

UC
1

R
1

UC
1

撤去(架台・ﾌｰﾄﾞ共)

HU
1

HU
1 撤去(架台・ﾌｰﾄﾞ共)

貫通部ｳﾚﾀﾝ発泡+SUS板塞ぎ

No.2 (※No.8同様)

設計年月日



UC
1

UC
2

R
1

R
2

ﾒｸﾗｷｬｯﾌﾟ止め×2

 D
 

40A

M

GV 40A

Yｽﾄﾚｰﾅｰ 40A

20A(天井配管)

給水
本管より

－

量水器

止水栓

量水器

40A(露出配管)

25A(天井配管)

散水栓

25A(天井配管)

25A

①

M－ －

 D
 

ｴｱｰｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ(新設)×2

40A

既存排水配管へ接続×2

①

25A

－ －

25A(天井配管)

25A(天井配管)

－

 －
 

加工室既存給水配管へ

R

D

R

D

凡例

新規配管

既存配管

1.冷凍機、ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰの設置を行う。
  ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰの吊架鉄骨架台の改修を行う。
2.冷媒配管、ﾄﾞﾚﾝ管、給水配管の撤去を行う。
　ｴｱｰｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞの新設を行う。

工 事 範 囲

GV 25A

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎再利用×2
W1150×D650×H200

40A
(埋設配管)

加工室 加工室 加工室 加工室

制御室 機械室

倉 庫

22.5㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡

15.0㎡ 15.0㎡ 15.0㎡ 15.0㎡15.0㎡

340.0㎡

定温倉庫
No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10

定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫

X3

X2

X1

X4

X5

Y13Y12Y11Y10Y9Y8Y7Y6Y5Y4Y3Y2Y1

3,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

47,000

7,
50

0
8,

50
0

1,
00
0

2,
75
0

19
,7
50

図 面 名

工 事 名

甲 府 市 地 方 卸 売 市 場 　 経 営 管 理 課

S=1/150

図 番

№担 当 係 長 課 長

0 5

市 場 定 温 倉 庫 冷 凍 機 取 替 工 事 令和  5年　7月　1日

冷 凍 設 備  平 面 図 (新 規 )

記　号 名　称 仕　様 数 量 参 考 型 番

新 規 機 器 表

冷凍機

ユニット

クーラー
2

型　　式：

冷凍能力：
冷　　媒：

寸　　法：
重　　量：

天吊型 (ｽﾃﾝﾚｽ外装)

11.63kw (蒸発温度-5℃時) 
R-410A

W1570×D982×H925
220kg

加熱ﾋｰﾀｰ： 3φ200V 7.5kw×1回路

+5 ～ +25℃室　　温：

付 属 品： 補助送風機 0.4kw×2台

2 ECOV-D30WA1

型　　式：
冷凍能力：
冷　　媒：
圧 縮 機：
寸　　法：
重　　量：

一体空冷式(2種冷媒兼用機)
13.0kw (蒸発温度-5℃時)
R-410A
3φ200V 3.5kW
W1150×D420×H1250
127kg

(原製作所)

HUC-98FZ-AOU-RE
送 風 機： 3φ200V 0.4kw×2台
除霜方式： オフサイクルデフロスト方式

R-1

R-2

UC-1

UC-2

(三菱)

ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝt10断熱貼付

配管サイズ

L管
 φ9.52
φ12.7

G管

φ25.4
φ19.05

No.
①
②

設計年月日



 D
 

40A

① VP 40A

①
R

ｴｱｰｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ新設

ﾒｸﾗｷｬｯﾌﾟ止め
VB 25A(天井配管) VB 25A(天井配管)

1.冷凍機、ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰの設置を行う。
  ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰの吊架鉄骨架台の改修を行う。
2.冷媒配管、ﾄﾞﾚﾝ管、給水配管の撤去を行う。
　ｴｱｰｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞの新設を行う。

工 事 範 囲

給水管

撤去後
ﾒｸﾗｷｬｯﾌﾟ止め

既存排水配管接続

2重天井(長尺屋根)
取外し・再設置

②

VD 40A

既存排水配管へ接続

R

D

既存吊鉄骨架台改修

新規配管

既存配管

凡例

VP 40A

D

D

R

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎再利用
W1150×D650×H200

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎再利用
W1150×D650×H200

ｴｱｰｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ(新設)

図 面 名

工 事 名

冷 凍 設 備  平 面 詳 細 ・ 断 面 図 (新 規 )

甲 府 市 地 方 卸 売 市 場 　 経 営 管 理 課

S=1/50

図 番

№担 当 係 長 課 長

0 6

市 場 定 温 倉 庫 冷 凍 機 取 替 工 事 令和  5年　7月　1日

定温倉庫定温倉庫

No.1 No.2

4,000 4,000

8,000

7,
50
0

▽GL

▽FL

 平 面 詳 細 図  断 面 図 

7,500

配管サイズ

L管
 φ9.52
φ12.7

G管

φ25.4
φ19.05

No.
①
②

CH
5,

70
0

4,
40

0

(※No.8同様)

定温倉庫 倉庫

R
1

UC
1

R
1

UC
1

貫通部ｳﾚﾀﾝ発泡+SUS板塞ぎ

No.2 (※No.8同様)

設計年月日



既存ﾌﾟﾙBOX

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
600W (上：O)
600W (下：J)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
500W (上：N)
600W (下：I)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
400W (上：M)
600W (下：H)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
400W (上：L)
600W (下：G)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
400W (上：K)
600W (下：F)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
600W (下：E)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
500W (下：D)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
400W (下：C)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
400W (下：B)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
400W (下：A)

ケーブル表

CV5.5□-4C空冷一体式冷凍機

Ａ

記 号 名 称 ｹｰﾌﾞﾙ 備 考

CV3.5□-4Cﾄﾞｱﾓｰﾀｰ

CV2.0□-3C加湿器

CVV1.25□-4C監禁ｽｲｯﾁ

CV5.5□-4C電気ﾋｰﾀｰ 下段

CV2.0□-4Cｸｰﾗｰﾌｧﾝ

CV2.0□-4C補助ﾌｧﾝ

CVV1.25□-20C動力盤と操作盤渡り

CV3.5□-3C電灯(幹線)

{ (Ａ) × 2 } + CV3.5□-3Ｃ 下段Ｂ

下段Ｃ

下段Ｄ

下段Ｅ

下段Ｆ～Ｊ

(Ａ) 上段Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

{ (Ａ) × 3 } + CV3.5□-3Ｃ

{ (Ａ) × 4 } + CV3.5□-3Ｃ

{ (Ａ) × 5 } + CV3.5□-3Ｃ

{ (Ａ) × 5 } + CV3.5□-3Ｃ

上段

上段

上段

上段

(Ｂ)

(Ｃ)

(Ｄ)

(Ｅ)

UC
1

UC
2

R
1

R
2

HU
1

HU
2

既存動力盤改修×2面
図面No.11、12参照

SW
SW

SW
SW

監禁警報ｽｲｯﾁ×2

OSｽｲｯﾁ

SW

OSｽｲｯﾁ

SW

ﾄﾞｱｽｲｯﾁ(室内)×2
撤去

残置

残置 残置

No.2制御盤
撤去

No.8制御盤
撤去

凡例

撤去配管・配線

既存配管・配線

庫内照明

1.冷凍機、ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰ、加湿器、制御盤に接続されている電源・制御配線を切り離す。

2.斜線部の電源配管、電源配線及び制御配線を撤去する。

工 事 範 囲

3.既存制御盤を撤去する。

4.加工室内に設置されているﾄﾞｱｽｲｯﾁ(室内)は現在使用していないため撤去する。

5.既存動力盤内の改修を行う。図面No.11,12を参照の事。

6.2重天井撤去・復旧に伴い、庫内照明及び接続されている電源配管・配線を取外し・再設置を行う。

　ﾄﾞｱｽｲｯﾁ(室内)：庫内ｽｲｯﾁ及びｽｲｯﾁBOX、付属する配管及び配線をすべて撤去する。

7.庫内温度ｾﾝｻｰの撤去を行う。

　加湿器：加湿器に接続されているBOX、配管をすべて撤去する。

　　　　　その際、電源配線は絶縁処理後丸めて庫外ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上に残置とする。

　制御盤：制御盤に接続されている配管・配線を切離し、制御盤本体を撤去する。

　　　　　接続されている配管・配線は再利用する。

　　　　　接続されている配管・配線は再利用する。

　冷凍機・ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰ：制御盤に接続されている配管・配線を切離す。

加工室 加工室 加工室 加工室

制御室 機械室

倉 庫

22.5㎡ 30.0㎡
30.0㎡

30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡

15.0㎡ 15.0㎡ 15.0㎡ 15.0㎡15.0㎡

340.0㎡

定温倉庫
No.1

No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10
定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫 定温倉庫

X3

X2

X1

X4

X5

Y13Y12Y11Y10Y9Y8Y7Y6Y5Y4Y3Y2Y1

3,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

47,000

7,
50

0
8,

50
0

1,
00
0

2,
75
0

19
,7
50

図 面 名

工 事 名

甲 府 市 地 方 卸 売 市 場 　 経 営 管 理 課

S=1/150

図 番

№担 当 係 長 課 長
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市 場 定 温 倉 庫 冷 凍 機 取 替 工 事 令和  5年　7月　1日

電 気 設 備  平 面 図 (撤 去 )

設計年月日



凡例

ﾋｰﾀｰ

過熱防止ｻｰﾓ

庫内温度ｾﾝｻｰ

OSﾄﾞｱﾓｰﾀｰ

H

Th

T

M

撤去配管・配線

既存配管・配線

1.冷凍機、ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰ、加湿器、制御盤に接続されている電源・制御配線を切り離す。

2.斜線部の電源配管、電源配線及び制御配線を撤去する。

工 事 範 囲

3.既存制御盤を撤去する。

4.加工室内に設置されているﾄﾞｱｽｲｯﾁ(室内)は現在使用していないため撤去する。

5.既存動力盤内の改修を行う。図面No.11,12を参照の事。

6.2重天井撤去・復旧に伴い、庫内照明及び接続されている電源配管・配線を取外し・再設置を行う。

　ﾄﾞｱｽｲｯﾁ(室内)：庫内ｽｲｯﾁ及びｽｲｯﾁBOX、付属する配管及び配線をすべて撤去する。

7.庫内温度ｾﾝｻｰの撤去を行う。

　加湿器：加湿器に接続されているBOX、配管をすべて撤去する。

　　　　　その際、電源配線は絶縁処理後丸めて庫外ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上に残置とする。

　制御盤：制御盤に接続されている配管・配線を切離し、制御盤本体を撤去する。

　　　　　接続されている配管・配線は再利用する。

　　　　　接続されている配管・配線は再利用する。

　冷凍機・ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰ：制御盤に接続されている配管・配線を切離す。

図 面 名

工 事 名

甲 府 市 地 方 卸 売 市 場 　 経 営 管 理 課

S=1/50

図 番

№担 当 係 長 課 長

0 8

市 場 定 温 倉 庫 冷 凍 機 取 替 工 事 令和  5年　7月　1日

電 気 設 備  平 面 詳 細 ・ 断 面 図 (撤 去 )

定温倉庫定温倉庫

No.1 No.2

4,000 4,000

8,000

7,
50
0

▽GL

▽FL

 平 面 詳 細 図  断 面 図 

7,500

CH
5,

70
0

4,
40

0

(※No.8同様)

2重天井(長尺屋根)

定温倉庫 倉庫

撤去

撤去
撤去

撤去

R
1

UC
1 R

1

UC
1

撤去(架台・ﾌｰﾄﾞ共)

HU
1

HU
1 撤去(架台・ﾌｰﾄﾞ共)

No.2 (※No.8同様)

SW
SW

SW

配管配線表

記 号

A 空冷一体型冷凍機 CV5.5□-4C EP36(塗装)

CVV1.25□-6C

B 加湿器 CV2.0□-3C EP16(塗装)

C 照明 CV2.0□-2C EP16(塗装)

D 監禁警報ｽｲｯﾁ CVV1.25□-4C EP16(塗装)

E ﾄﾞｱｽｲｯﾁ ﾒｰｶｰ指定ｹｰﾌﾞﾙ EP16(塗装)

F 冷媒用電磁弁 EP19(塗装)

G ﾄﾞｱﾓｰﾀｰ(操作盤) ﾒｰｶｰ指定ｹｰﾌﾞﾙ EP19(塗装)

H ﾄﾞｱﾓｰﾀｰ(電源) EP25(塗装)

I 動力操作盤及と EP51(塗装)

制御盤の渡り制御

配線

CVV2.0□-2C

CV3.5□-4C

CVV1.25□-20C(渡り線)

CVV1.25□-6C(冷凍機)

ﾒｰｶｰ指定ｹｰﾌﾞﾙ(ﾄﾞｱｽｲｯﾁ室内)

CVV1.25□-3C(測温抵抗体)

CV2.0□-2C(照明)

名 称 ｹｰﾌﾞﾙ 電 線 管 記 号

CV5.5□-4C, CVV1.25□-6C EP51(塗装)

CVV1.25□-4C

名 称 ｹｰﾌﾞﾙ 電 線 管

J (冷凍機)

(監禁警報ｽｲｯﾁ)

(ﾄﾞｱｽｲｯﾁ室内)

(過熱防止ｻｰﾓ)

(測温抵抗体)

ﾒｰｶｰ指定ｹｰﾌﾞﾙ

CVV1.25□-2C

CVV1.25□-3C

K (ﾋｰﾀｰ)

(ｸｰﾗｰﾌｧﾝ)

(補助ﾌｧﾝ)

(加湿器)

(照明)

CV5.5□-4C EP51(塗装)

CV2.0□-4C

CV2.0□-4C

CV2.0□-3C

CV2.0□-2C

ThH

M

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

OSｽｲｯﾁ

照明器具×3 (2重天井下設置)

A

ED

B

丸BOX
φ120

ﾌﾟﾙBOX
300□×150×4個

J K IG

F

C(2重天井下設置)

残置

撤去

ﾌﾟﾘｶﾁｭｰﾌﾞ

ﾌﾟﾙBOX
150□×100

SW SW

T

H

Th

2,
25
0

ﾌﾟﾘｶﾁｭｰﾌﾞ

A

B

1,
55
0

DE
I

A

ﾄﾞｱｽｲｯﾁ(室内)

監禁警報ｽｲｯﾁ

No.2制御盤

J,K

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

上段(No.6～10)
下段(No.1～5)

撤去

残置

撤去

M

SW

OSｽｲｯﾁ
残置

照明器具×3台

C

取外し・再設置

取外し・再設置

取外し・再設置

取外し・再設置

取外し・再設置

ﾄﾞｱｽｲｯﾁ(室内)

監禁警報ｽｲｯﾁ

撤去

残置

No.2制御盤

設計年月日



既存ﾌﾟﾙBOX

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
600W (上：O)
600W (下：J)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
500W (上：N)
600W (下：I)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
400W (上：M)
600W (下：H)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
400W (上：L)
600W (下：G)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
400W (上：K)
600W (下：F)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
600W (下：E)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
500W (下：D)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
400W (下：C)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
400W (下：B)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
400W (下：A)

ケーブル表

CV5.5□-4C空冷一体式冷凍機

Ａ

記 号 名 称 ｹｰﾌﾞﾙ 備 考

CV3.5□-4Cﾄﾞｱﾓｰﾀｰ

CV2.0□-3C加湿器

CVV1.25□-4C監禁ｽｲｯﾁ

CV5.5□-4C電気ﾋｰﾀｰ 下段

CV2.0□-4Cｸｰﾗｰﾌｧﾝ

CV2.0□-4C補助ﾌｧﾝ

CVV1.25□-20C動力盤と操作盤渡り

CV3.5□-3C電灯(幹線)

{ (Ａ) × 2 } + CV3.5□-3Ｃ 下段Ｂ

下段Ｃ

下段Ｄ

下段Ｅ

下段Ｆ～Ｊ

(Ａ) 上段Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

{ (Ａ) × 3 } + CV3.5□-3Ｃ

{ (Ａ) × 4 } + CV3.5□-3Ｃ

{ (Ａ) × 5 } + CV3.5□-3Ｃ

{ (Ａ) × 5 } + CV3.5□-3Ｃ

上段

上段

上段

上段

(Ｂ)

(Ｃ)

(Ｄ)

(Ｅ)

UC
1

UC
2

R
1

R
2

既存動力盤改修×2面
図面No.11、12参照

SW SW

監禁警報ｽｲｯﾁ×2

OSｽｲｯﾁ

SW

OSｽｲｯﾁ

SW

No.2制御盤
新規

No.8制御盤
新規

凡例

既存配管・配線

庫内照明

1.新規冷凍機、ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰ、制御盤に既存電源・制御配線を接続する。

2.屋外既存配管は、塗装を行う。

工 事 範 囲

3.新規制御盤を設置する。

4.庫内温度ｾﾝｻｰの更新を行う。

　制御盤仕様は以下の通り。

　既存同等仕様・同等サイズとする。(W300×D200×H550）

　但し、加湿器制御は撤去に伴い除外、電動ﾄﾞｱ開閉制御は別途ｽｲｯﾁがあるため除外する。

加工室 加工室 加工室 加工室

加工室加工室加工室加工室 加工室加工室加工室加工室加工室
制御室 機械室

倉 庫

22.5㎡ 30.0㎡
30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡ 30.0㎡

15.0㎡ 15.0㎡ 15.0㎡ 15.0㎡15.0㎡

340.0㎡

加工室
No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10

X3

X2

X1

X4

X5

Y13Y12Y11Y10Y9Y8Y7Y6Y5Y4Y3Y2Y1

3,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

47,000

7,
50

0
8,

50
0

1,
00
0

2,
75
0

19
,7
50

図 面 名

工 事 名
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図 番
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電 気 設 備  平 面 図 (新 規 )
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凡例

ﾋｰﾀｰ

過熱防止ｻｰﾓ

庫内温度ｾﾝｻｰ

OSﾄﾞｱﾓｰﾀｰ

工 事 範 囲

H

Th

T

M

新規配管・配線

既存配管・配線

屋外露出配管塗装

1.新規冷凍機、ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰ、制御盤に既存電源・制御配線を接続する。

2.屋外既存配管は、塗装を行う。

3.新規制御盤を設置する。

4.庫内温度ｾﾝｻｰの更新を行う。

　制御盤仕様は以下の通り。

　既存同等仕様・同等サイズとする。(W300×D200×H550）

　但し、加湿器制御は撤去に伴い除外、電動ﾄﾞｱ開閉制御は別途ｽｲｯﾁがあるため除外する。

図 面 名

工 事 名

甲 府 市 地 方 卸 売 市 場 　 経 営 管 理 課

S=1/50

図 番

№担 当 係 長 課 長
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市 場 定 温 倉 庫 冷 凍 機 取 替 工 事 令和  5年　7月　1日

電 気 設 備  平 面 詳 細 ・ 断 面 図 (新 規 )

定温倉庫
定温倉庫

No.1

No.2

4,000 4,000

8,000

7,
50
0

▽GL

▽FL

 平 面 詳 細 図  断 面 図 

7,500

CH
5,

70
0

4,
40

0

(※No.8同様)

2重天井(長尺屋根)

定温倉庫 倉庫

R
1

UC
1

R
1

UC
1

No.2 (※No.8同様)

SW

SW

配管配線表

記 号

A 空冷一体型冷凍機 CV5.5□-4C EP36(塗装)

CVV1.25□-6C

B 加湿器 CV2.0□-3C EP16(塗装)

C 照明 CV2.0□-2C EP16(塗装)

D 監禁警報ｽｲｯﾁ CVV1.25□-4C EP16(塗装)

E ﾄﾞｱｽｲｯﾁ ﾒｰｶｰ指定ｹｰﾌﾞﾙ EP16(塗装)

F 冷媒用電磁弁 EP19(塗装)

G ﾄﾞｱﾓｰﾀｰ(操作盤) ﾒｰｶｰ指定ｹｰﾌﾞﾙ EP19(塗装)

H ﾄﾞｱﾓｰﾀｰ(電源) EP25(塗装)

I 動力操作盤及と EP51(塗装)

制御盤の渡り制御

配線

CVV2.0□-2C

CV3.5□-4C

CVV1.25□-20C(渡り線)

CVV1.25□-6C(冷凍機)

ﾒｰｶｰ指定ｹｰﾌﾞﾙ(ﾄﾞｱｽｲｯﾁ室内)

CVV1.25□-3C(測温抵抗体)

CV2.0□-2C(照明)

名 称 ｹｰﾌﾞﾙ 電 線 管 記 号

CV5.5□-4C, CVV1.25□-6C EP51(塗装)

CVV1.25□-4C

名 称 ｹｰﾌﾞﾙ 電 線 管

J (冷凍機)

(監禁警報ｽｲｯﾁ)

(ﾄﾞｱｽｲｯﾁ室内)

(過熱防止ｻｰﾓ)

(測温抵抗体)

ﾒｰｶｰ指定ｹｰﾌﾞﾙ

CVV1.25□-2C

CVV1.25□-3C

K (ﾋｰﾀｰ)

(ｸｰﾗｰﾌｧﾝ)

(補助ﾌｧﾝ)

(加湿器)

(照明)

CV5.5□-4C EP51(塗装)

CV2.0□-4C

CV2.0□-4C

CV2.0□-3C

CV2.0□-2C

ThH

M

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

監禁警報ｽｲｯﾁ
OSｽｲｯﾁ

照明器具×3 (2重天井下設置)

A

D

ﾌﾟﾙBOX
300□×150×4個J K IG

F

C(2重天井下設置)

新設

ﾌﾟﾘｶﾁｭｰﾌﾞ

SW

T

H

Th

2,
25
0

ﾌﾟﾘｶﾁｭｰﾌﾞ

A

1,
55
0

D
I

A

監禁警報ｽｲｯﾁ

No.2制御盤

J,K

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

上段(No.6～10)
下段(No.1～5)

新規

M

SW

庫内温度
ｾﾝｻｰ新設

OSｽｲｯﾁ

C

照明器具×3台

ﾌﾟﾙBOX
150□×100

取外し・再設置

取外し・再設置

取外し・再設置 取外し・再設置

No.2制御盤

設計年月日



冷凍機

圧縮機 3.50kw

凝縮機 200w×1

Ｍ

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰﾌｧﾝ

0.4kw×2

Ｍ

補助ﾌｧﾝ

0.4kw×2

Ｈ

加熱用

電気ﾋｰﾀｰ

ＨＵ

遠心式

加湿器

Ｍ

電動式

ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾀﾞｰ

7.5kw 0.07kw 0.37kw

RY
1

WL
1

V
～

A
～

3φ3Ｗ 200V 50HZ

R, S, T

CT1
300 / 5A

K1

L1
A1
0～300A

S1

R1

F1A,B
3A

S11

R11

0～300V
V1

3P 225AF/225AT
MCB1

3P 60AF/60AT
ELB1

30mA

3P 50AF/40AT
MCB11

3P 50AF/40AT
MCB12

2P 30AF/5AT
MCB13

2P 30AF/5AT
MCB14

52F11

49F11

52F12

49F12

52H1 52HU1

49HU1

V16

U16

U, V, W-11 U, V, W-12 U, V, W-13 U, V, W-14 U, V-15 U, V, W-16

No.1 定温倉庫 No.2 定温倉庫

3P 60AF/60AT
ELB2

30mA

3P 50AF/40AT
MCB21

冷凍機

圧縮機 3.50kw

凝縮機 200w×1

U, V, W-21

以降No.5定温倉庫まで

Ｍ

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰﾌｧﾝ

0.4kw×2

Ｍ

補助ﾌｧﾝ

0.4kw×2

Ｈ

加熱用

電気ﾋｰﾀｰ

ＨＵ

遠心式

加湿器

Ｍ

電動式

ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾀﾞｰ

7.5kw 0.07kw 0.37kw

U, V, W-22 U, V, W-23 U, V, W-24 U, V-25 U, V, W-26

RY
1

3P 50AF/40AT
MCB22

2P 30AF/5AT
MCB23

2P 30AF/5AT
MCB24

52F21

49F22

52F22

49F22

52H2 52HU2

49HU2

V26

U26

2次側切離し
※配線絶縁処理にて残置

撤去によりﾗﾍﾞﾙを予備に変更

高調波対応型へ入替

1.冷凍機のｲﾝﾊﾞｰﾀｰ化に伴い動力盤内に設置されているﾌﾞﾚｰｶｰを高調波対応型に入替える。

2.定温倉庫加湿器撤去に伴い、加湿器ﾌﾞﾚｰｶｰの2次側の配線を切離し絶縁処理を行い動力盤内に残置する。
　その際、ﾗﾍﾞﾙを予備に変更する。

工 事 範 囲

図 面 名

工 事 名

甲 府 市 地 方 卸 売 市 場 　 経 営 管 理 課

S=1/150

図 番

№担 当 係 長 課 長
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動 力 盤 改 修 図 ( 1 )

設計年月日



冷凍機

圧縮機 3.50kw

凝縮機 200w×1

Ｍ

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰﾌｧﾝ

0.4kw×2

Ｍ

補助ﾌｧﾝ

0.4kw×2

Ｈ

加熱用

電気ﾋｰﾀｰ

ＨＵ

遠心式

加湿器

Ｍ

電動式

ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾀﾞｰ

7.5kw 0.07kw 0.37kw

RY
6

WL
2

V
～

A
～

3φ3Ｗ 200V 50HZ

R, S, T

CT2
300 / 5A

K2

L2
A2
0～300A

S2

R2

F2A,B
3A

S21

R21

0～300V
V2

3P 225AF/225AT
MCB2

3P 60AF/60AT
ELB6

30mA

3P 50AF/40AT
MCB61

3P 50AF/40AT
MCB62

2P 30AF/5AT
MCB63

2P 30AF/5AT
MCB64

52F61

49F61

52F62

49F62

52H6 52HU6

49HU6

V66

U66

U, V, W-61 U, V, W-62 U, V, W-63 U, V, W-64 U, V-65 U, V, W-66

No.6 定温倉庫

3P 60AF/60AT
ELB7

30mA

No.7 定温倉庫

冷凍機

圧縮機 3.50kw

凝縮機 200×1

Ｍ

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗｰﾌｧﾝ

0.4kw×2

Ｍ

補助ﾌｧﾝ

0.4kw×2

Ｈ

加熱用

電気ﾋｰﾀｰ

ＨＵ

遠心式

加湿器

Ｍ

電動式

ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾀﾞｰ

7.5kw 0.07kw 0.37kw

No.8 定温倉庫

U, V, W-81

RY
8

3P 60AF/60AT
ELB8

30mA

3P 50AF/40AT
MCB81

3P 50AF/40AT
MCB82

2P 30AF/5AT
MCB83

2P 30AF/5AT
MCB84

52F81

49F81

52F82

49F82

52H8 52HU8

49HU8

V86

U86

U, V, W-82 U, V, W-83 U, V, W-84 U, V-85 U, V, W-86

2次側切離し
※配線絶縁処理にて残置

以降No.10定温倉庫まで

1.冷凍機のｲﾝﾊﾞｰﾀｰ化に伴い動力盤内に設置されているﾌﾞﾚｰｶｰを高調波対応型に入替える。

2.加工室加湿器撤去に伴い、加湿器ﾌﾞﾚｰｶｰの2次側の配線を切離し絶縁処理を行い動力盤内に残置する。
　その際、ﾗﾍﾞﾙを予備に変更する。

工 事 範 囲

高調波対応型へ入替

撤去によりﾗﾍﾞﾙを予備に変更

図 面 名

工 事 名

動 力 盤 改 修 図 ( 2 )

甲 府 市 地 方 卸 売 市 場 　 経 営 管 理 課

S=1/150

図 番

№担 当 係 長 課 長
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設計年月日


